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B29 プラスチックの加工；可塑状態の物質

の加工一般 

注 

（１）このサブクラスは，紙の加工と類似の方法によるプラス

チックシート材料の加工を包含せず，該加工はクラスＢ３１に

包含される。［４］ 

（２）このクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で

用いる： 

―“プラスチック”は高分子化合物またはそのような化合物に

基づく組成物を意味する。 

（３）このクラスにおいては，下記の規則が適用される： 

（ａ）プラスチックの加工は可能な限り，主として例えばサブ

クラスＢ２９Ｃで用いられる特定の成形技術にしたがって分

類される。［４］ 

（ｂ）Ｂ２９Ｄの特定物品の製造にしたがう分類は，以下のも

のに限定される： 

（ｉ）特定物品の製造に特徴を有し，サブクラスＢ２９Ｂまた

はＢ２９Ｃに分類されないもの； 

（ｉｉ）サブクラスＢ２９Ｃで完全には分類されない特定物品

を製作するための結合された操作。［４］ 

（ｃ）生産物それ自体はこのクラスに分類されない。ただし，

ある生産物が生産される方法に特徴があって生産物の構造ま

たは組成には特徴がない場合，その生産方法はこのクラスに分

類されるものとする。［２０１０．０１］ 

（４）サブクラスＢ２９Ｋのコードは，成形材または補強材，

充填材または予備成形部品，（例．挿入物）に関する情報を提

供するために，サブクラスＢ２９Ｂ，Ｂ２９ＣまたはＢ２９Ｄ

と関連するインデキシングコードとしてのみ使用される。［４］ 

（５）サブクラスＢ２９Ｌのコードは，サブクラスＢ２９Ｃに

分類される技術によって製造される物品に関する情報を提供

するために，サブクラスＢ２９Ｃと関連するインデキシングコ

ードとしてのみ使用される。［４］ 

B29B 成形材料の準備または前処理；造粒ま
たは予備成形品の成形；プラスチック
を含む廃棄物からプラスチックまた
はその他の成分の回収［４］ 

注 

このサブクラスにおいては，サブクラスＢ２９Ｋのインデキシ

ングコードを付与することが望ましい。［４］ 

サブクラス内の索引 

前処理 

混合;混練 ........................................ 7/00 

コンディショニング .............................. 13/00 

他の前処理 ...................................... 15/00 

造粒または予備成形品の製造 ................. 9/00,11/00 

プラスチックの回収 .............................. 17/00 

7/00 混合；混練（一般Ｂ０１Ｆ；カレンダー掛

けと結びついたものＢ２９Ｃ４３／２４；

射出成形と結びついたものＢ２９Ｃ４５／

４６；押出成形と結びついたものＢ２９Ｃ

４８／３６）［２００６．０１］ 

7/02 ・不連続式，機械的な混合装置または混練

装置によるもの，例．回分式［２００６．

０１］ 

7/04 ・・固定式混合装置または混練装置による

もの［２００６．０１］ 

7/06 ・・可動式混合装置または混練装置による

もの［２００６．０１］ 

7/08 ・・・攪拌，揺動または振動式［２００６．

０１］ 

7/10 ・・・回転式［２００６．０１］ 

7/12 ・・・・一軸によるもの［２００６．０１］ 

7/14 ・・・・・スクリューまたは螺旋翼［２０

０６．０１］ 

7/16 ・・・・・パドルまたはアームによるもの

［２００６．０１］ 

7/18 ・・・・二軸以上［２００６．０１］ 

7/20 ・・・・・かみ合い装置，例．スクリュー，

を有するもの［２００６．０１］ 

7/22 ・・構成部品，細部または付属装置；補助

操作［２００６．０１］ 

7/24 ・・・供給のためのもの［２００６．０１］ 

7/26 ・・・排出のためのもの，例．排出用扉［２

００６．０１］ 

7/28 ・・・計量、制御または調整のためのもの

［２００６．０１］ 

7/30 ・連続式，機械的混合装置または混練装置

によるもの［２００６．０１］ 

7/32 ・・固定式混合装置または混練装置を有す

るもの［２００６．０１］ 

7/34 ・・可動式混合装置または混練装置を有す

るもの［２００６．０１］ 

7/36 ・・・攪拌，揺動または振動式［２００６．

０１］ 

7/38 ・・・回転式（Ｂ２９Ｂ７／５２が優先）

［２００６．０１］ 

7/40 ・・・・一軸によるもの［２００６．０１］ 

7/42 ・・・・・スクリューまたは螺旋翼［２０

０６．０１］ 

7/44 ・・・・・パドルまたはアーム［２００６．

０１］ 

7/46 ・・・・二軸以上［２００６．０１］ 

7/48 ・・・・・かみ合い装置，例．スクリュー，

を有するもの［２００６．０１］ 

7/50 ・・・・回転ケーシングを有するもの［２

００６．０１］ 

7/52 ・・・ローラーまたは類似のものを有する

もの［２００６．０１］ 

7/54 ・・・・固定部材と協働する単一ローラー

を有するもの［２００６．０１］ 

7/56 ・・・・協働するローラーを有するもの［２

００６．０１］ 
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7/58 ・・構成部品，細部または付属装置；補助

操作［２００６．０１］ 

7/60 ・・・供給のためのもの，例．流入する材

料のためのエンドガイド［２００６．０

１］ 

7/62 ・・・ローラー，例．溝を有するもの［２

００６．０１］ 

7/64 ・・・ローラーからの材料の剥離［２００

６．０１］ 

7/66 ・・・材料の再循環［２００６．０１］ 

7/68 ・・・ローラーの位置決め［２００６．０

１］ 

7/70 ・・・ローラーのコンディショニング，例．

清掃［２００６．０１］ 

7/72 ・・・計量，制御または調整［２００６．

０１］ 

7/74 ・他の混合機または異種の混合機の組合せ

を用いるもの［２００６．０１］ 

7/76 ・・流れ衝突型混合ヘッド［２００６．０

１］ 

7/78 ・・重力によるもの，例．粒子落下混合機

［２００６．０１］ 

7/80 ・構成部品，細部または付属装置；補助操

作（Ｂ２９Ｂ７／２２，Ｂ２９Ｂ７／５

８が優先）［２００６．０１］ 

7/82 ・・加熱または冷却［２００６．０１］ 

7/84 ・・ベントまたはガス抜き［２００６．０

１］ 

7/86 ・・高圧または低圧で処理するためのもの

［２００６．０１］ 

7/88 ・・添加物の装入［２００６．０１］ 

7/90 ・・・充填材または補強材［２００６．０

１］ 

7/92 ・・・・木材チップまたは木質繊維［２０

０６．０１］ 

7/94 ・・・液体添加物［２００６．０１］ 

9/00 造粒（一般Ｂ０１Ｊ；化学的特徴Ｃ０８Ｊ

３／１２）［４］ 

9/02 ・予備成形した材料の細断によるもの［４］ 

9/04 ・・プレートあるいはシート材料の［４］ 

9/06 ・・フィラメント材料の，例．押出しと組

み合わされたもの［４］ 

9/08 ・細粒の凝集によるもの［４］ 

9/10 ・材料の成形によるもの，すなわち．材料

を溶融状態で処理するもの［４］ 

9/12 ・構造または組成に特徴があるもの［４］ 

9/14 ・・繊維補強されたもの［４］ 

9/16 ・粒子の補助処理［４］ 

11/00 予備成形品の製造（Ｂ２９Ｃ６１／０６が

優先）［４］ 

11/02 ・予備成形された材料，例．シート，ロッ

ド，の細断によるもの［４］ 

11/04 ・予備成形された材料の組立てによるもの

［４］ 

11/06 ・材料の成形によるもの［４］ 

11/08 ・・射出成形［４］ 

11/10 ・・押出成形［４］ 

11/12 ・・圧縮成形［４］ 

11/14 ・構造または組成に特徴があるもの［４］ 

11/16 ・・充填材または補強材を有するもの［４］ 

13/00 成形材料のコンディショニングまたは物理

的処理（化学的特徴Ｃ０８Ｊ３／００）［４］ 

13/02 ・加熱（Ｂ２９Ｂ１３／０６，Ｂ２９Ｂ１

３／０８が優先）［４］ 

13/04 ・冷却［４］ 

13/06 ・乾燥（Ｂ２９Ｂ１３／０８が優先）［４］ 

13/08 ・波動エネルギーまたは粒子線照射による

もの［４］ 

13/10 ・粉砕，例．すりつぶし；篩分け；濾過［４］ 

15/00 成形材料の予備処理であってグループＢ２

９Ｂ７／００～Ｂ２９Ｂ１３／００に包含

されないもの［４］ 

15/02 ・生ゴム，グッタペルカまたは類似の物質

の（ラテックスの採取Ａ０１Ｇ，化学的

特徴Ｃ０８Ｃ）［４］ 

15/04 ・・凝固装置［４］ 

15/06 ・・洗浄装置［４］ 

15/08 ・補強材または充填材（化学的特徴Ｃ０８

Ｊ，Ｃ０８Ｋ）［４］ 

15/10 ・・塗布または浸漬（液体の適用一般Ｂ０

５）［４］ 

15/12 ・・・不定長の補強材の［４］ 

15/14 ・・・・フィラメントまたはワイヤーの［４］ 

17/00 プラスチック含有廃棄物からのプラスチッ

クまたはその他の成分の回収（化学的回収

Ｃ０８Ｊ１１／００）［４］ 

17/02 ・他の材料からのプラスチックの分離［４］ 

17/04 ・プラスチックの粉砕（Ｂ２９Ｂ９／０２，

Ｂ２９Ｂ１１／０２，Ｂ２９Ｂ１３／１

０が優先）［８］ 

 


